
平成２９年度第４回教育研究評議会議事要旨 

 

日 時  平成２９年７月２１日（金）１５時３０分～１６時２０分 

場 所  大学本部２階大会議室 

出席者  宮﨑学長，滝澤理事，門出理事，後藤理事，和田理事，田中教育学部長，

小坂芸術地域デザイン学部長，中村経済学部長，原医学部長，渡工学系

研究科長，有馬農学部長，皆本全学教育機構副機構長，米山附属図書館

長，山下医学部附属病院長，郭シンクロトロン光応用研究センター長，

都築評議員，荒木評議員，岩本評議員，藤本評議員，萩原評議員，大島

評議員 

欠席者  なし 

陪席者  佐々木監事 

 

学長から，本日の審議事項は３件，報告事項は４件を予定している旨，報告が

あった。 

 

 

○ 審議事項 

１．審議事項（非公開） 

 

２．低平地沿岸海域研究センターの廃止とその後の研究活動について 

  門出理事から，本件について，平成２９年６月２１日開催の拡大役員懇談会

「低平地沿岸海域研究センターのロードマップの進捗状況報告」において，セン

ター運営上，コンプライアンスの視点からセンターの円滑な運営に問題があるこ

とが指摘され，センターの廃止はやむを得ないということになり，「組織と業務

の見直しのための評価の観点と評価基準について（平成２２年３月２５日役員会

指針）」及び「研究センターの時限評価の評価結果の決定及び時限到来後の研究

センターの在り方について（平成２７年１２月２５日役員会決定）」に基づき，

低平地沿岸海域研究センターは，平成３０年３月末をもって廃止することとし，

その後の研究活動については，低平地研究グループについては工学系研究科にお

いて，有明海研究プロジェクトについては農学部において検討する旨の説明があ

り，審議の結果了承された。 

 

３．審議事項（非公開） 

 

４．その他 

特になし。 

 

○ 報告事項 

１．平成２８事業年度決算について 

財務課長から，平成２８事業年度決算の概要について，資産，負債・純資産，

経常費用及び経常収益の主な増減要因について説明があった。 

また，平成２８事業年度決算における当期総利益は，対前年度１８６百万円減

の１，０９０百万円である旨，現金ベースの予算決算上の収支差は１，４５６百

万円であるが，目的積立金として申請できるのは，当期総利益の範囲内で現金の



裏付けがあるものとされているため，当期総利益である１，０９０百万円を，文

部科学省へ申請する旨，今後，平成２８事業年度決算の分析等について，財務レ

ポートとしてまとめる旨の報告があった。 

 

２．平成３０年度概算要求事項について 

  財務部長から，平成３０年度概算要求事項について，各理事室等においての精

査・検討を踏まえ，機能強化経費（機能強化促進分，共通政策課題分）の要求事

項を選定するものである旨，また，施設整備費補助金及び施設費交付事業費につ

いては，部局の要求事項から「平成３０年度概算要求における基本的方針」等を

踏まえて事項を選定するものである旨の説明があり，平成３０年度概算要求事項

（機能強化経費）について報告があった。 

  次いで，企画管理課長から，平成３０年度施設整備費要求事項について報告が

あった。 

  岩本評議員から，低平地沿岸海域研究センターに係る概算要求はそのまま要求す

るか確認があり，学長から，低平地沿岸海域研究センターは平成３０年３月末まで

存続するため，その後は有明海研究プロジェクトで取り組む旨の説明があった。 

 

３．国立大学法人佐賀大学における設備整備の基本的考え方について 

－設備マスタープラン－ 

  財務部長から，設備マスタープラン（本文）の改訂にあたっては，平成２８年

度取得・除却設備の資産登録データを加味した設備の整備状況を更新し，内容の

一部修正を行い，また，同マスタープランにおける設備整備年次計画表について

は，各部局等から提出のあった設備整備予定一覧を取り纏めて作成した旨，設備

マスタープラン（本文）は文部科学省へ平成３０年度概算要求書の資料として提

出した旨の報告があった。 

  なお，平成２９年度国立大学法人佐賀大学収入・支出予算において，学長裁量

経費の中に設けた「教育研究環境整備経費（設備整備関連経費）」については，

全学的な学内予算の状況も見据えながら，各部局等から提出のあった設備整備予

定一覧を参考に選定する予定である旨の説明があった。 

 

４．全学委員会等の審議状況報告について 

  門出理事から，総合研究戦略会議において，科研費申請書の提出前査読及び科

研費に関するＦＤ，佐賀大学エスタブリッシュド・フェローの選考等，他大学が

中心となって取り組んでいる共同利用・共同研究システムへの参画の推進につい

て協議した旨の報告があった。 

  後藤理事から，拡大役員懇談会において，低平地沿岸海域研究センター及びシ

ンクロトロン光応用研究センターのロードマップの進捗状況について，ＣＯＣ＋

事業の進捗状況と平成２９年度計画について議論した旨の報告があった。 

 

５．その他 

特になし。 

 

○ その他 

  特になし。 

以上 


